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人
口
減
少
カ
レ
ン
ダ
ー

　

新
年
に
あ
た
り
、
遠
く
ま
で
の
目
線
で
防
災
を
考
え
た

い
。
ブ
ー
ム
と
な
っ
た
書
籍
『
未
来
の
年
表 

人
口
減
少
日

本
で
こ
れ
か
ら
起
き
る
こ
と
』（
河
合
雅
司
、
講
談
社
現
代

新
書
、
２
０
１
７
年
６
月
）
で
は
、
不
愉
快
な
真
実
と
も

い
え
る
日
本
の
未
来
の
姿
が
リ
ア
ル
に
描
か
れ
て
い
る
。

　

第
１
部
の
人
口
減
少
カ
レ
ン
ダ
ー
は
、
今
後
、
日

本
人
が
直
面
す
る
21
の
大
テ
ー
マ
が
掲
げ
ら
れ
て
い

る
の
で
、
そ
の
一
端
を
紹
介
す
る

２
０
２
０
年　

女
性
の
２
人
に
１
人
が
50
歳
以
上
に

２
０
２
２
年　
「
ひ
と
り
暮
ら
し
社
会
」が
本
格
化
す
る

２
０
２
４
年　

 

３
人
に
１
人
が
65
歳
以
上
の
「
超
・

高
齢
者
大
国
」へ

２
０
２
６
年　

認
知
症
患
者
が
７
０
０
万
人
規
模
に

２
０
３
３
年　

 

全
国
の
住
宅
の
３
戸
に
１
戸
が
空
き

家
に
な
る

２
０
４
０
年　

自
治
体
の
半
数
が
消
滅
の
危
機
に

２
０
４
２
年　

 

高
齢
者
人
口
が
約
４
０
０
０
万
人
と

ピ
ー
ク
に

10
の
処
方
箋

　

こ
れ
に
対
し
、
著
者
は
人
口
減
少
か
ら
日
本
を
救
う

10
の
処
方
箋
を
示
し
て
い
る
の
で
、
概
要
を
紹
介
す
る
。

■
戦
略
的
に
縮
む

①「
高
齢
者
」を
削
減

　

高
齢
者
の
定
義
を
75
歳
以
上
に
引
き
上
げ
、
可
能

な
限
り
働
い
て
も
ら
う
。

②
24
時
間
社
会
か
ら
の
脱
却

　

店
員
が
い
な
く
な
る
の
で
、
利
便
性
は
我
慢
す
る
。

③
非
居
住
エ
リ
ア
を
明
確
化

　

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
を
つ
く
り
、
そ
こ
に
「
に
ぎ

わ
い
」を
つ
く
る
。

④
都
道
府
県
を
飛
び
地
合
併

　

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
す
る
若
手
が
不
足
す
る
の
で
、

東
京
と
島
根
を
合
併
す
る
ぐ
ら
い
の
発
想
で
行
う
。

⑤
国
際
分
業
の
徹
底

　

得
意
分
野
だ
け
に
資
源
を
集
中
さ
せ
る
。

■
豊
か
さ
を
維
持
す
る

⑥「
匠
の
技
」を
活
用
す
る

　

目
指
す
は
イ
タ
リ
ア
モ
デ
ル
。
少
量
生
産
少
量
販

売
。
No.
１
ブ
ラ
ン
ド
で
海
外
と
直
接
つ
な
が
る
。

⑦
国
費
学
生
制
度
で
人
材
育
成

　

ま
ず
必
要
数
を
把
握
し
計
画
的
に
育
成
す
る
。

■
脱
・
東
京
一
極
集
中

⑧
中
高
年
の
地
方
移
住
推
進

　

大
学
連
携
型
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
。
リ
タ
イ
ア
後
の
元
気
な
う

ち
に
都
会
か
ら
移
住
し
、
地
方
の
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
で

学
生
生
活
を
す
る
。
医
療
や
介
護
が
必
要
に
な
れ
ば
、

大
学
病
院
系
列
や
介
護
施
設
で
最
後
ま
で
暮
ら
す
。

⑨
セ
カ
ン
ド
市
民
制
度
を
創
設

　

第
２
の
故
郷
を
つ
く
る
。
人
口
減
少
す
る
市
町
村
は
、

定
住
人
口
で
は
な
く
交
流
人
口
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
る
。

■
少
子
化
対
策

⑩
第
３
子
以
降
に
１
０
０
０
万
円
給
付

　

財
源
は
簡
単
に
い
う
と
富
裕
層
の
相
続
税
増
。

学
生
に
よ
る
処
方
箋
の
評
価

　

跡
見
学
園
女
子
大
学
１
年
生
17
人
の
授
業
で
、
人

口
減
少
カ
レ
ン
ダ
ー
と
処
方
箋
を
解
説
し
た
後
、
ど
の

処
方
箋
が
す
ぐ
れ
て
い
る
か
を
評
価
さ
せ
た
。
評
価
の

方
法
は「
重
要
性
」と「
緊
急
性
」で
そ
れ
ぞ
れ
10
段
階

に
分
け
、「
重
要
性
」×「
緊
急
性
」で
掛
け
合
わ
せ
る
手

法
を
使
っ
た
。
そ
の
結
果
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　

集
合
論
で
は「
み
ん
な
の
意
見
は
案
外
正
し
い
」と

「
未
来
の
年
表
」
と
防
災

跡
見
学
園
女
子
大
学
教
授　

鍵
屋
　
一
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１
位

①
高
齢
者
を
削
減
す
る

２
位

⑩
第
３
子
以
降
に
１
０
０
０
万
円
給
付

３
位

⑦
国
費
学
生
制
度
で
人
材
育
成
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い
う
理
論
が
あ
る
。
①
は
利
害
関
係
者
か
ら
の
反
対

が
大
き
い
だ
ろ
う
し
、
⑩
は
財
務
面
で
大
き
な
壁
が

あ
り
そ
う
だ
。
し
か
し
、
経
験
値
こ
そ
少
な
い
が
、

し
が
ら
み
に
と
ら
わ
れ
な
い
学
生
の
意
見
は
相
当
に

本
質
を
つ
い
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　

著
者
の
河
合
氏
は
、
未
来
の
年
表
を
変
え
た
い
の

で
あ
れ
ば
、
大
胆
な
発
想
の
転
換
と
国
民
の
覚
悟
が

必
要
だ
と
述
べ
て
い
る
。
学
生
に
す
れ
ば
、
未
来
の
年

表
に
示
さ
れ
る
社
会
を
つ
く
っ
て
し
ま
っ
た
高
齢
者
世

代
が
、
今
か
ら
そ
の
責
任
を
取
る
た
め
に
は
、
せ
め
て

①
の
よ
う
な
生
涯
現
役
の
気
持
ち
を
持
っ
て
も
ら
い

た
い
と
考
え
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
少
子
化
を
嘆
く
な

ら
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
作
る
必

要
が
あ
り
、
難
し
い
の
で
あ
れ
ば
せ
め
て
も
と
、
⑩
の

よ
う
な
経
済
的
に
不
安
の
な
い
金
額
支
給
を
求
め
る

の
で
あ
ろ
う
。
戦
術
に
は
多
く
の
異
論
が
あ
る
と
思

わ
れ
る
が
、
戦
略
と
し
て
の
方
向
性
は
正
し
い
。

災
害
と
人
口
減
少
カ
レ
ン
ダ
ー

　

さ
て
、
こ
の
人
口
減
少
カ
レ
ン
ダ
ー
に
は
、
高
い

確
率
で
発
生
す
る
と
予
測
さ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ
巨
大

地
震
も
首
都
直
下
地
震
も
入
っ
て
い
な
い
。
防
災
関

係
者
は
よ
く
「
災
害
は
弱
い
も
の
に
よ
り
厳
し
い
」

「
災
害
は
地
域
の
ト
レ
ン
ド
を
加
速
す
る
」
と
言
う
。

例
え
ば
、
災
害
が
あ
る
と
直
接
死
／
間
接
死
を
問
わ

ず
、
高
齢
者
／
障
が
い
者
が
亡
く
な
り
や
す
い
。
ま

た
、
高
齢
化
が
進
ん
だ
地
域
で
は
、
災
害
が
あ
る
と

若
い
人
が
出
て
い
き
、
さ
ら
に
高
齢
化
が
進
展
す
る
。

　

ま
た
、
大
災
害
と
も
な
る
と
社
会
の
変
動
さ
え
も

た
ら
す
。
１
８
５
３
年
の
ペ
リ
ー
来
航
後
に
幕
末
を

襲
っ
た
安
政
東
海
地
震
や
安
政
南
海
地
震
、
１
８
５
５

年
の
安
政
江
戸
地
震
な
ど
に
よ
り
、
幕
府
の
屋
台
骨

は
揺
ら
ぎ
、
明
治
維
新
に
つ
な
が
る
。
１
９
２
３
年

の
関
東
大
震
災
以
後
の
不
況
か
ら
、
１
９
３
０
年
の

満
州
事
変
、
そ
し
て
太
平
洋
戦
争
へ
と
突
入
し
た
。

一
方
、
戦
後
の
高
度
経
済
成
長
期
に
こ
の
よ
う
な
大

災
害
が
発
生
し
な
か
っ
た
こ
と
は
幸
い
と
言
う
べ
き

だ
ろ
う
。

　

大
災
害
が
時
代
の
ト
レ
ン
ド
を
加
速
す
る
な
ら

ば
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
や
首
都
直
下
地
震
の
よ

う
な
大
災
害
が
発
生
す
る
と
、
人
口
カ
レ
ン
ダ
ー
が

想
定
し
た
以
上
の
社
会
変
動
が
生
じ
る
こ
と
に
な

る
。
日
本
人
は
そ
の
衝
撃
に
耐
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。

魅
力
増
進
型
の
防
災
で
、 

安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を

　

防
災
力
の
源
と
な
る
自
助
、
共
助
、
公
助
は
、

徐
々
に
そ
の
力
を
弱
め
て
い
る
。
自
助
は
高
齢
化
と

単
身
世
帯
化
の
進
行
で
、
共
助
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

付
き
合
い
が
減
る
こ
と
で
、
公
助
は
20
年
間
で
自
治

体
職
員
が
２
割
減
少
し
た
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
弱
体

化
し
て
し
ま
っ
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
さ
ら
に
少
な
い
資
源
で
対
応
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
今
、
人
々
が
住
ん
で
い
る
す

べ
て
の
場
所
を
安
全
に
し
、
損
失
を
少
な
く
す
る
防

災
を
し
て
い
る
余
裕
は
な
い
。
防
災
対
策
を
、
ハ
ー

ド
も
ソ
フ
ト
も
人
口
減
少
社
会
に
対
応
で
き
る
も
の

と
し
て
再
構
築
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

戦
略
の
基
本
は
、
災
害
に
強
い
安
全
な
場
所
に

徐
々
に
人
々
を
集
め
る
こ
と
だ
。
近
年
の
山
地
水
害

で
は
、
警
報
が
間
に
合
わ
ず
、
住
民
が
逃
げ
る
間
も

な
い
ほ
ど
の
短
時
間
で
土
砂
・
土
石
災
害
や
洪
水
被

害
が
発
生
し
て
い
る
。

　

地
方
部
で
は
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
化
を
進
め
、
一

定
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
医
療・福
祉・

保
健
の
充
実
、
に
ぎ
わ
い
の
創
出
を
し
な
が
ら
、
魅

力
的
な
地
域
づ
く
り
を
す
る
こ
と
が
重
要
に
な
る
。

　

都
市
部
で
は
、
特
に
木
造
密
集
市
街
地
の
整
備
が

重
要
だ
。
地
震
に
よ
る
揺
れ
、
津
波
、
火
災
に
弱
く
、

人
的
、
経
済
的
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
す
か
ら
だ
。

再
開
発
、
区
画
整
理
を
進
め
る
と
と
も
に
、
古
い
木

造
ア
パ
ー
ト
を
防
災
ア
パ
ー
ト
に
建
て
替
え
て
高
齢

者
を
徐
々
に
誘
導
す
る
な
ど
、
災
害
に
強
い
だ
け
で

な
く
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
が
必
要
だ
。

　

な
お
、
行
政
は
と
も
す
れ
ば
防
災
や
行
政
コ
ス
ト

を
前
面
に
出
し
て
論
理
的
に
話
を
進
め
た
が
る
が
、

そ
れ
だ
け
で
は
人
の
心
を
動
か
す
の
は
難
し
い
。
行

政
職
員
に
は
、
住
み
慣
れ
た
住
居
を
離
れ
て
新
た
な

生
活
を
始
め
る
人
々
に
敬
意
を
表
し
、
末
永
い
安

全
・
安
心
を
祈
る
気
持
ち
を
も
っ
て
、
事
業
を
進
め

て
い
た
だ
き
た
い
。
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